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今
年
の
総
会
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
の

措
置
と
し
て
、
各
単
会
の
代
議
員
は
①
当

日
出
席　

②
Z
O
O
M
出
席　

③
書
面
評

決
書
提
出
の
ど
れ
か
を
事
前
登
録
し
て
行

い
ま
す
。
こ
の
間
、
4
月
20
日
に
は
、
第

1
回
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
を
開
催
し
意
見
を
取

り
入
れ
、
更
に
6
月
11
日
に
は
活
動
方
針

（
原
案
）
を
各
単
会
に
送
付
し
、
議
論
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

１
．�

憲
法
改
悪
阻
止
、
立
憲
主
義
を
取
り　

戻
す
た
た
か
い

「
戦
争
を
さ
せ
な
い
1
0
0
0
人
委
員

会
」
の
活
動
に
参
加
し
、戦
争
法
、共
謀
罪
、

秘
密
保
護
法
の
廃
止
を
目
指
す
。
辺
野
古

新
基
地
建
設
阻
止
に
抜
け
、
沖
縄
交
流
団

を
派
遣
す
る
。
衆
議
院
選
挙
（
今
年
）、

参
議
院
選
挙
（
来
年
）
斎
藤
よ
し
た
か
、

古
賀
ち
か
げ
さ
ん
の
必
勝
を
目
指
す
。

２
．
民
主
教
育
を
守
る
た
た
か
い

子
ど
も
の
貧
困
を
解
消
し
、
格
差
を
許

さ
な
い
と
り
く
み
、
朝
鮮
学
校
差
別
に
反

対
す
る
と
り
く
み
を
目
指
す
。

３
．�

原
発
再
稼
働
を
許
さ

ず
、脱
原
発
に
向
け

た
た
た
か
い

「
さ
よ
う
な
ら
原
発

1
0
0
0
万
人
ア
ク
シ
ョ

ン
実
行
委
員
会
」
の
呼
び

か
け
に
応
じ
、
再
稼
働
反

対
、
原
発
ゼ
ロ
法
案
の
運

動
を
進
め
る
。
福
島
の
被

災
の
現
況
を
学
習
し
、
脱

原
発
社
会
を
目
指
す
た
め
、

21～22年度の活動方針案（抜粋）

福
島
学
習
の
旅
の
実
現
を
目
指
す
。

４
．
社
会
保
障
の
充
実
・
発
展
、
生
活
を
守
る
た
た
か
い

高
齢
者
の
年
金
の
マ
イ
ナ
ス
改
定
を
許
さ
ず
、
後
期

高
齢
者
の
窓
口
1
割
か
ら
2
割
負
担
を
阻
止
す
る
。
そ
の

た
め
、
累
進
課
税
の
強
化
、
金
持
ち
優
遇
の
軽
減
税
率
に

反
対
す
る
。

５
．
組
織
の
拡
大
・
強
化

再
任
用
者
の
組
織
化
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
と
り
く

み
を
強
め
る
。
組
織
・
財
政
の
見
直
し
を
進
め
、
闘
争
カ

ン
パ
、
大
規
模
災
害
被
災
者
へ
の
支
援
カ
ン
パ
を
行
う
。

日退教のみなさま、こんにちは！！
来年（2022年）実施の参議院選挙に日政連

議員候補予定者として挑戦する決意をしまし
た「古賀ちかげ」です。日退教のみなさまに
は、日頃よりご支援、ご協力をいただきまし
てありがとうございます。

私は、「子ども、くらし、平和」をキャッ
チフレーズに、政策を訴えています。

子ども：�子どもたちが笑顔で学校に通える
よう、子ども・学校・家庭への支
援にとりくみます。

くらし：�誰もが安心してくらせるよう、雇
用の安定・労働条件の改善と社会
保障の充実にとりくみます。

平　和：�平和・人権・民主主義などの憲法
理念や子どもの権利条約が生かさ
れる社会を実現します。

新型コロナウィルス感染が早く終息し、み
なさまにお会いできることを楽しみにしてい
ます。引き続きのご指導をお願いいたします。

第
49
回
日
退
教
定
期
総
会

日
時
：
6
月
11
日（
金
）11
時
～
16
時

場
所
：
日
本
教
育
会
館
８
F

古こ
が賀
ち
か
げ
さ
ん

3・27 さよなら原発 日比谷野音
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ジェンダー平等委員会報告
2
0
2
1
年
4
月
19
日
、
11
名
の

参
加
で
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
委
員
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。
吉
田
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
委
員
会
委
員
長
は
「
宝
塚
市
長

選
で
初
出
馬
の
女
性
弁
護
士
が
野
党

共
闘
と
市
民
の
力
で
県
会
議
員
の
男

性
を
破
り
、
当
選
し
た
。
森
発
言
へ

の
批
判
の
盛
り
上
が
り
を
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
へ
の
き
っ
か
け
に
し
て
い

こ
う
。」
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
ブ
ロ
ッ
ク
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
委
員
や
部
会
員
の
報
告
・
意
見

交
換
に
入
り
ま
し
た
。

⃝
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
り
学

習
し
て
い
る
が
、
N
T
T
な
ど
他
産

別
の
女
性
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
つ
い
て

認
識
が
違
う
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
ア

ン
テ
ナ
を
張
っ
て
気
付
き
に
な
る
と

り
く
み
を
し
た
い
。
国
会
で
「
く
ん
」

を
土
井
さ
ん
は
「
さ
ん
」
と
変
え
た

が
、
今
は
戻
っ
て
い
る
。
国
会
内
の

平
等
を
ど
う
考
え
る
の
か
。（
北
海

道
退
）

⃝
シ
ニ
ア
運
動
の
こ
の
1
年
は
オ
ン

ラ
イ
ン
。
県
か
ら
の
多
様
な
性
を
生

き
る
生
徒
対
応
で
「
さ
ん
」
に
な
っ

た
。
非
常
勤
は
女
性
が
多
く
、
女
性

問
題
で
あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
女
性

の
貧
困
が
あ
り
、
老
後
の
不
安
が
あ

る
。
ど
う
解
決
す
れ
ば
よ
い
の
か
。

（
神
奈
川
県
退
）

第
一
部

「
委
員
や
部
会
員
の
報
告
と
日
退
教
の
取
り
組
み
」

⃝
単
会
の
「
コ
ロ
ナ
禍
と

ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
レ
ポ
ー
ト

に
よ
る
と
、
女
性
は
非
正

規
が
多
く
、
ケ
ア
労
働
、

D
V
、
世
帯
主
へ
の
給
付

問
題
な
ど
影
響
が
大
き

か
っ
た
。
世
界
中
の
武
力

紛
争
地
域
で
は
性
暴
力
が

「
恐
怖
に
陥
れ
る
」
な
ど
、

戦
術
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
絶
望
的
な
気
持
ち

に
な
る
が
自
分
の
問
題
と
し
て
考
え
な
け
れ
ば
と

思
う
。（
東
京
高
退
）

⃝
介
護
報
酬
が
少
な
い
の
も
「
家
事
・
介
護
は
女

性
の
仕
事
」
と
い
う
意
識
が
あ
る
か
ら
だ
。
区
の

女
性
セ
ン
タ
ー
で
行
政
に
参
加
す
る
取
り
組
み
を

し
て
い
る
。
私
は
情
報
公
開
委
員
会
の
委
員
。
女

性
差
別
の
根
っ
こ
に
は
家
父
長
制
が
あ
る
。
家
制

度
か
ら
脱
却
し
て
、
立
ち
上
が
っ
て
い
か
な
い

と
・
・
。（
都
退
教
協
）

⃝
「
幹
事
に
女
性
を
」
と
男
性
に
言
わ
れ
る
が
、

女
性
が
入
る
な
ら
思
い
切
っ
て
半
数
に
し
な
い
と

状
況
の
改
善
が
難
し
い
。
20
年
前
か
ら
卒
業
文
集

に
「
男
だ
か
ら
女
だ
か
ら
、
を
や
め
よ
う
」
と
書

い
て
き
た
が
、
生
徒
が
わ
か
っ
て
く
れ
た
か
ど
う

か
・
・
健
康
診
断
の
検
査
結
果
も
「
さ
ん
」
で
統

一
し
て
き
た
。（
千
葉
高
退
）

⃝
「
勉
強
し
て
こ
い
」
と
言
わ
れ
て
参
加
し
た
。

自
分
も
呼
名
は『
呼
び
捨
て
』だ
っ
た
こ
と
や
制
服
・

髪
型
の
強
制
な
ど
見
直
す
必
要
を
感
じ
た
の
で
、

持
ち
帰
り
た
い
。」（
愛
知
・
現
役
男
性
）

☆
日
退
教
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
と
り
く
み

複
数
女
性
役
員
が
い
る
単
会
が
34
と
増
え
、
今

後
増
や
す
（
検
討
含
む
）
単
会
が
42
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
方
針
に
し
、
取
り
組
み

を
し
て
い
る
単
会
は
26
と
増
え
ま
し
た
。「
女
性
の

参
画
を
進
め
る
こ
と
で
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
取

り
組
む
」
と
い
う
こ
と
が
浸
透
し
て
き
て
い
ま
す
。

☆
第
5
次
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
の
概
要
と
問

題
点「選

択
的
夫
婦
別
姓
」
の
文
言
を
削
除
し
「
更
な

る
検
討
」
と
し
て
い
ま
す
。
性
別
役
割
分
業
を
是

と
す
る
諸
制
度
（
税
制
・
社
会
保
障
な
ど
）
を
見

直
す
こ
と
に
若
干
触
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
家
単

位
で
は
な
く
す
べ
て
の
個
人
に
と
っ
て
公
平
で
安

全
な
社
会
の
在
り
方
を
と
い
う
視
点
は
あ
り
ま
せ

ん
。

☆
「
生
殖
補
助
医
療
法
」
に
つ
い
て

昨
年
12
月
に
成
立
し
た
こ
の
法
案
は
「
女
性
が

第
三
者
の
卵
子
や
精
子
提
供
を
受
け
、
妊
娠
・
出

産
し
た
場
合
、
出
産
し
た
女
性
を
母
と
し
、
夫
（
同

意
）
が
子
の
父
で
あ
る
。」
と
い
う
も
の
で
す
。
こ

の
法
律
に
は
卵
子
や
精

子
提
供
が
商
業
化
し
、

代
理
出
産
へ
道
を
開
く

危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

当
事
者
の
医
学
的
リ
ス

ク
は
全
く
検
証
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
子
ど
も
の

「
出
自
を
知
る
権
利
」

も
認
め
て
い
ま
せ
ん
。

今
後
ど
の
よ
う
に
動
き

出
し
て
い
く
の
か
注
視

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

（
文
責　

ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
委
員
会
担

当
・
本
村
富
美
子
）
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２ ０ ２ ０ 年 度 日 退 教
講
師
は
、
労
働
問
題
や
差
別
・
格

差
な
ど
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
弁

護
士
の
中
野
麻
美
さ
ん
で
し
た
。
以

下
、
そ
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。
参

加
者
は
14
名
で
、
学
習
会
の
様
子
は
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
ラ
イ
ブ
配
信
さ
れ
ま

し
た
。

日
本
に
お
い
て
は
、
憲
法
で
「
法

の
下
の
平
等
」
が
14
条
で
、「
家
庭

生
活
に
お
け
る
個
人
の
尊
厳
と
両
性

の
平
等
」
が
24
条
で
保
障
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
日
本
の
男
女
平
等
指

数
（
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
）
は
、

1
2
0
位
と
最
低
レ
ベ
ル
。
特
に
政

治
に
お
け
る
レ
ベ
ル
が
低
く
、
日
本

の
政
治
で
は
男
性
に
権
力
が
集
中
し

て
い
る
。

そ
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大

に
伴
っ
て
、
様
々
な
雇
用
関
係
上
の

問
題
が
発
生
し
て
い
る
。

⑴
雇
用
の
正
規・非
正
規・性
別
格
差

非
正
規
雇
用
者
数
は
2
0
1
9
年

3
月
か
ら
の
1
年
間
で
1
3
1
万
人

減
少
し
て
い
る
。
非
正
規
は
ま
ず
先

に
首
を
切
ら
れ
る
、「
休
業
」が
な
い

か
ら「
雇
用
調
整
助
成
金
」も
「
支
援

金
・
給
付
金
」も
支
給
対
象
に
な
ら

な
い
。（
日
雇
い
派
遣
が
典
型
）生
活

不
安
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
は
強
く
重
い
。

⑵
テ
レ
ワ
ー
ク

メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
が
表
裏

の
関
係
に
あ
る
。
生
活

の
自
由
・
家
族
的
責
任

と
の
両
立
の
反
面
、
長

時
間
化
・
非
正
規
化
・

賃
金
低
下
・
家
庭
内
ス
ト
レ
ス
・
D
V
な
ど
。
ま

た
勤
務
場
所
の
安
全
衛
生
・
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
へ

の
配
慮
の
必
要
な
ど
、
課
題
は
多
い
。

⑶
労
働
時
間
と
性
別
分
業

総
務
省
統
計
局
「
社
会
生
活
基
本
調
査
」

（
1
9
7
6
→
2
0
1
1
）
に
よ
れ
ば
、
睡
眠
時
間

が
男
性
で
8
時
間
01
分
→
7
時
間
32
分
、
女
性
で

7
時
間
45
分
→
7
時
間
15
分
と
男
女
と
も
に
減
少

し
て
い
る
が
、
女
性
の
方
が
少
な
い
。
逆
に
身
の

回
り
の
用
事
の
時
間
は
男
性
が
0
時
間
52
分
→
1

時
間
07
分
、
女
性
は
1
時
間
08
分
→
1
時
間
30
分

と
、
女
性
の
方
が
多
く
、
そ
の
増
え
方
も
激
し
い
。

男
女
が
平
等
に
あ
ら
ゆ
る
分
野
（
健
康
の
維
持
・

ケ
ア
・
社
会
的
政
治
的
活
動
の
自
由
な
ど
）
に
お

け
る
責
任
と
権
限
を
分
か
ち
合
う
に
は
1
日
6
時

間
制
、
そ
れ
で
生
き
て
い
け
る
差
別
の
な
い
所
得

の
保
障
の
実
現
を
め
ざ
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

⑷
差
別
・
所
得
格
差

社
会
的
差
別
は
労
働
者
派
遣
を
含
む
非
正
規
雇

用
の
構
造
に
よ
っ
て
強
い
影
響
を
受
け
な
が
ら
、

性
別
・
ケ
ア
・
障
害
・
年
齢
・
職
務
な
ど
差
別
が

複
合
的
に
存
在
し
て
い
る
。
ま
た
「
同
一
賃
金
・

待
遇
」
法
制
は
、
非
正
規
・

正
規
の
格
差
を
「
差
別
」

と
捉
え
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。
雇
用
慣
行
が
構
造

化
し
た
差
別
は
無
視
さ
れ

て
い
る
。
例
え
ば
、
誰
に

も
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
は
ず
の
安
定
雇
用

を
企
業
の
長
期
貢
献
期
待

と
言
い
換
え
て
非
正
規
に
は
そ
れ
を
認
め
な
い
、

等
で
あ
る
。
複
合
差
別
の
根
絶
に
向
け
て
、
日
本

の
法
制
に
は
課
題
が
た
く
さ
ん
残
さ
れ
て
い
る
。

⑸
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
・
女
性
に
対
す
る
暴
力

男
女
の
生
物
学
的
性
差
が
武
力
に
よ
る
闘
争
＝

軍
事
主
義
と
と
も
に
、
男
性
が
女
性
を
支
配
す
る

と
い
う
家
父
長
制
を
生
み
出
し
た
。
そ
こ
に
は
、

性
的
な
こ
と
は
男
性
に
支
配
権
が
あ
る
と
す
る
考

え
方
が
あ
り
、
支
配
と
暴
力
は
深
く
結
び
つ
い
て

い
る
。
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
受
け
た
女
性
は
「
女
性

は
嘘
を
つ
く
も
の
」「
女
性
が
性
的
に
誘
っ
た
に
違

い
な
い
」「
拒
否
も
イ
エ
ス
の
う
ち
」
と
い
っ
た
見

方
を
さ
れ
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
抗
お
う
に
も
行
動

が
制
約
さ
れ
、
相
談
す
る
こ
と
も
、
公
に
す
る
こ

と
も
で
き
な
い
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
差
別
に
基
づ
く
暴

力
を
禁
止
・
防
止
す
る
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
る
。

社
会
か
ら
暴
力
を
な
く
す
に
は
、「
職
場
」（
事

業
目
的
を
全
員
で
実
現
す
る
た
め
の
人
的
結
合
体
）

が
最
も
取
り
組
み
や
す
い
。
職
場
か
ら
暴
力
と
差

別
を
な
く
す
取
り
組
み
は
、
家
庭
や
地
域
な
ど
社

会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る
民
主
主
義
と
平
和

の
基
盤
で
あ
る
。

︿
講
演
を
聞
い
て
﹀

4
月
30
日
の
毎
日
新
聞
に
よ
れ
ば
、「
政
府
の
統

計
に
よ
る
と
、
女
性
の
失
業
率
は
2
%
台
後
半
と

コ
ロ
ナ
前
を
や
や
上
回
る
程
度
だ
。
だ
が
野
村
総

研
の
試
算
で
は
、
仕
事
が
半
分
以
下
に
減
り
、
休

業
手
当
も
出
な
い
非
正
規
労
働
者
の
女
性
は

1
0
0
万
人
超
も
い
る
。
こ
う
し
た
『
実
質
的
失

業
者
』
も
含
め
る
と
失
業
率
は
一
気
に
6
%
に
悪

化
す
る
」
と
あ
る
。
菅
首
相
は
「
失
業
率
は
先
進

国
で
最
も
低
い
」
と
強
調
し
て
い
る
ら
し
い
。
こ

の
よ
う
な
現
実
、
何
と
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
文
責　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
部
会
長
・
都
高
教
退
職

者
会
・
芥
川
治
子
）

第
二
部

「
憲
法
・
コ
ロ
ナ
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
講
演
会
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◆
編
集
後
記
◆

コ
ロ
ナ
禍
で
3
度
目
の
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
中

で
あ
る
。
変
異
株
の
影
響
も
あ
っ
て
か
、
新
規
感
染
者
、

重
症
者
、
死
者
数
が
急
増
し
て
い
る
。
大
阪
を
は
じ
め

福
岡
等
で
も
医
療
崩
壊
が
現
実
の
も
の
と
な
り
、
医
療

従
事
者
は
過
重
な
負
担
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し

た
状
況
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
中
止
を
求
め
る
声
が

高
ま
り
つ
つ
あ
る
。
今
で
さ
え
不
足
し
て
い
る
医
師
・

看
護
師
を
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
割
け
ば
、
救
え
る
命
も
救

え
な
く
な
り
、
医
療
現
場
の
逼
迫
に
輪
が
か
か
る
の
は

火
を
見
る
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。
加
え
て
、
水
際
対
策

が
甘
い
と
言
わ
れ
て
い
る
日
本
に
、
海
外
か
ら
の
変
異

株
が
今
以
上
に
入
っ
て
く
る
と
い
う
懸
念
も
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
「
ア
ン
ダ
ー

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」と
い
う
大
嘘
に
始
ま
り
、「
復
興
五
輪
」

が
い
つ
の
間
に
か
「
コ
ロ
ナ
に
打
ち
勝
っ
た
証
」
と
し

て
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
な
り
、
ワ
ク
チ
ン
が
間
に
合
わ

な
く
な
る
と
取
っ
て
付
け
た
よ
う
に
「
安
全
安
心
」
と

標
語
が
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
人
事
で
も
、
2
0
1
9
年

に
は
竹
田
恒
和
氏
が
招
致
活
動
を
め
ぐ
る
贈
収
賄
疑
惑

で
J
O
C
会
長
を
、
今
年
の
2
月
に
は
森
喜
朗
氏
が
女

性
蔑
視
発
言
で
組
織
委
員
会
会
長
を
辞
任
す
る
と
い
う

ド
タ
バ
タ
劇
も
あ
っ
た
。

共
同
通
信
の
世
論
調
査
で
は
開
催
に
否
定
的
な
声

が
7
割
超
と
さ
れ
、
宇
都
宮
健
児
氏
が
発
起
人
と
な
っ

て
始
め
た
開
催
中
止
を
求
め
る
ネ
ッ
ト
上
の
署
名
は
5

月
10
日
の
時
点
で
30
万
を
超
え
、
海
外
メ
デ
ィ
ア
で
も

中
止
論
が
続
出
し
て
い
る
。
そ
ん
な
な
か
で
、
か
の
竹

田
恒
和
氏
の
息
子
で
あ
る
竹
田
恒
泰
氏
が
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
開
催
を
支
持
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
署
名
活
動
を
開
始
し

た
そ
う
で
あ
る
。
何
を
か
言
わ
ん
や
…
で
あ
る
。
(M
)
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カンパ集計のお詫び
日退教通信第395号（全会員配布号）のカン
パ会計集計に記載漏れがありました。
お詫びをし、今回（第396号）記載しました。

単会名 月　日 金　額

かながわ教職員組合連合
役員OBOG会

1 0 月 6 日 10,000円

沖縄県退職教職員会 11月20日 20,000円

新潟高等学校退職者の会 1 2 月 1 日 49,670円

なお、4月になってから、佐賀退教29,000円、
大分県退教80,000円、千葉高退教100,000円
の入金がありました。

本の紹介
1
年
以
上
も
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
が
続
い
て
い
ま
す
。
文

は
も
ち
ろ
ん
、
絵
も
小
山
さ
ん
が
描
き
ま
し
た
。
小
学
校
高
学
年

に
最
適
で
し
ょ
う
か
。
低
学
年
に
は
保
護
者
が
読
ん
で
あ
げ
る
と

い
い
で
し
ょ
う
。
1
6
2
ペ
ー
ジ
の
作
品
で
す
。
地
元
の
小
学
校

に
も
購
入
し
て
も
ら
う
と
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「アマビエくん」
～コロナ大魔王をやっつけろ～

文芸社（1200円＋税）
文・絵　小山宗太郎
（新潟県退教会員）

日退教通信395号は、A4裏表の1枚もの
にして、郁朋社のチラシもいっしょに配
布してもらうことにしました。しかし、
各単会の全会員に配布する時期は様々で、
回数は大体年2～ 4回ぐらいです。
従って、配布時期が遅れても結構です
ので、是非全会員に配布して下さるよう
お願いします。また、この機会に、これ
までの組合運動、退職後の運動を継続・
発展させる意味でも、自分の経験を書籍
にして後輩に残したいものです。積極的
に、自書出版をしましょう。

退教運動の継続・発展のためにも


